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第 424 回「言葉の院外処方箋」 

新渡戸稲造記念センター 長 樋野興夫 

 

『読書会』の意義 〜 『人生の生きる意味を考えるひととき』 〜 

 

2026 年 8月 13 日 Wife は、アメリカ在住の娘家族の訪問を終えて『Grand Rapids airport → Detroit airport 

→ Haneda airport 』で帰国した。 

 

8 月 14 日 筆者は、定期的な病理組織診断業務に赴く。『顕微鏡を見て病気を診断する＝森を診て木の皮まで診

る』実践である。 その後、東久留米ジョナサンで、出版社の取材を依頼された。 【『テーマ：特集『終活』を

明るく考えよう ―― 人生に必要な『覚悟』とは。】とのことである。  

 

8 月 15 日 『東村山がん哲学外来 メディカル・カフェ 12 周年記念会』で講演【『隙間』を埋める ～ 『階段を

上がる如く』 ～】が企画されている（画像）。 

 

8 月 16 日 13:00~15:00 は、『東久留米がん哲学外来』(担当者：小林真弓氏)である。『東久留米がん哲学外来』

は、2008 年開始され、10月 18 日は、18 周年記念会が企画されている。【“がんの悩みを心おきなく話したい”

お茶を飲みながら、患者さん、ご家族、お友達、医療者が対話する場です。並行して、樋野興夫先生との個別面

談を行っています。（無料・要予約）】と紹介されている(画像)。 

 

その後、15:30～17:00 は、読書会である。 読書会は 2007 年スタートした。【新渡戸稲造(1862-1933)『武士道』

(岩波文庫、矢内原忠雄訳)と内村鑑三(1861-1930)『代表的日本人』(岩波文庫、鈴木範久訳)を交互に読み進め

ております。リーダーは順天堂大学名誉教授・一般社団法人がん哲学外来名誉理事長で新渡戸稲造記念センター

長の樋野興夫先生です。 樋野先生のユニークでわかりやすい解説とさり気なく語られるメッセージに励まされ、

人生の生きる意味をあらためて考えるひとときになります。 どなたでもご参加いただけます。 みなさまの参加

をお待ちしております。】と謳われている(画像)。 今回は、『第 16 章 武士道はなお生きるか』の箇所で５巡

目である。 音読担当は、野澤登美子氏、多胡俊彦氏である。 難しい漢字もあり、徹夜で、猛練習されることで

あろう！ 

 

『武士道』には、275 名の人名が出ている。【日本人 83 名、イギリス人 60 名、ドイツ人 21名、ギリシャ人 20

名、ローマ人 19名、アメリカ人 18名、フランス人 16 名、中国人 6名、その他 32名】である。 驚きである。 英

文『武士道』(1899 年)は、新渡戸稲造が、病気療養のためアメリカ滞在中の 37歳の年の作品である。 
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